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Notes on two species belonging to the genus eope 


(Satyridae) in Japan 


MAYUMI TAKAHASHI 


ま え が き 


キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 Neope は , 中 国 大 陸 西 南部 を 中 心 に 繁栄 し て いる ジャ ノ メ チ ョ ウッ 科 Satyridae の 一 群 で , H 
本 列島 に は , "キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope goschkevitschii CMENETRIES, 1855)" の み が 分 布 し て いる と いわ れ て い 
る . と の 中 に は , SPHE” と “山地 型 "と が あっ て , 両者 の あい だ の 関係 は , M-EN “EE "や 遺伝 型 で は 
な く , まっ た く 独 立 し た 別 の 種 で ある 可能 性 が 大 きい と と を すでに 報告 し た が , その 根拠 は つぎ の と お り で ある 9. 
(D 形態 ・ 斑 紋 (と と に 幼虫 の 形態 ) ば か り で は な く , 成虫 お よび 幼虫 の 習性 に も ちち が い が み られ る と と . 
© 両者 は , し ば し ば 混 生 し , その 混 生 地 に お いて も 両者 の "中間 型 ” が み ら れ な いと と . 
© “山地 型 " を 平地 で 飼育 し て も , その 基本 的 特徴 が 失 な われ な いと と . 

(D 混 生 地 で 採集 され た 両者 の 母 媒 か ら , それ ぞ れ 別 の “ 型 ” や “中 間 型 " を 生じ る と と が な く , 野外 で は 原則 と 

し て た が い K に 交尾 し な いと 考え られ る こと と . 

その 後 , 白水 EI, 上 の 報告 に も と ず き , 両者 の 関係 は , や は り た が い に 独 立 し た 別種 で ある と いう 見 解 
を 示さ れ て いる ?. 

と の 報 文 で は , さら に 未 発表 の いく つか の 知見 を 加え て , 両者 を 独立 し た 別種 と し て あつ か い , 和 名 の 提唱 , 分 
布地 域 の 検討 , 成虫 の 特徴 一 一 と と に 斑紋 の 特徴 一 一 の 統計 的 な 表示 , 各 令 幼虫 の 比較 , お よび 周年 経過 ・ 生 態 の 
比較 な ど を お と な いた いと 思う . 

報告 に あたっ て , 発表 を すす め ら れ , つね に 懇切 な 助言 を いた だ いて いる 白水 隆博 士 , 文献 閲覧 の 便 を 与え ら 
れ た 黒沢 良彦 博士 , 標本 の 解剖 な ど で 技 術 的 な ご ど 援助 を いた だ いた 坂 神 泰輔 氏 , お よび 貴重 な 材料 を 提供 され , ま 
た 所 蔵 標本 の 調査 を 快 語 さ れ た つぎ の 方 々 に は , 心から お 礼 を 申し あげ る . 
合原 一 幸 , 安藤 博夫 , GHS, 遠藤 光昭 , BET, 黒沢 良彦 , 木暮 E, 小林 国 彦 , 静岡 県 立 静岡 高等 学校 
生物 部 , 同 県 立 富士 高等 学校 生物 部 , 白水 隆 , 杉本 武 , 諏訪 哲夫 , 清 邦彦 , 田島 E, 高橋 M, 高橋 勝夫 , 
田中 洋 , 津久井 不二雄 , 西田 真也 , 原 聖樹 , 平野 幸彦 , 福田 晴夫 , JURE GR, 前 波 鉄也 , 牧 林 D, 人 森崎 E, 
渡辺 定 弘 . (アイ ウェ オォ オ 順 , 敬称 略 .) 

な お , と の ほか に 故 林 慶 氏 お よび 故 石川 貼 三 氏 の 遺 さ れ た 標本 を 調査 きせ て いた だ く と と が で きた . て 遺族 の 方 
々 心から お 礼 を 申し あげ る と と も に , 故人 の て 冥福 を お 析 り する し だ いで ある . 












































































































































L 和 名 に つい て 





“平地 型 ” と “山地 型 " と を 別種 と すれ ば , こと れ まで の キマ ダラ ヒ カ ゲ と いう 和 名 は , いずれ 対し て 用 いら れ 
た と し て も , ① 以 前 の 記録 と 混同 され る お それ が ある と と , ⑨ づ 地方 の 同好 会 誌 な ど で 両 者 が 厳密 に 区 別 さ れず 漢 
然 と 用 いら れる お それ が ある と と , な どの 理由 で 用 いな い 方 が よく , つぎ の よう に する の が よい と 考え る . 

キマ ダラ ヒ カ ゲ “平地 型 " — サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 

キマ ダラ ヒ カ ゲ “山地 型 " っ ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 














NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


— 18 一 iki TYÖ TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 21, No. 1 & 2 1970 


と の 和 名 を 用 いる に あたっ て は , "山地 型 "に 対し て 他 に ミヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ と いう 和 名 も 考え た が , 白水 博 
士 か ら , サト を 用 いた 場合 に は , ヤマ を 当て た 方 が すっ きり し て よく , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ ー 一 ヤマ キダ ラ ヒ カ ゲ 
を 支持 ・ 提 唱 し た いと の ど 意 見 を いた だ いた の で , と の と と も 考慮 し て , 上 記 の 和 名 を 用 いる と と を 提唱 し た いと 
Jib 

学名 に つい て は , 従来 の goschkevitschii が 北海 道 函 館 産 の も の を タイ プ と し た も の で ある が , 同 地域 に は 両者 
が 産 す る と 考え られ る の で , タイ プ 標 本 を 実際 に 調べ ぬか ぎり , サト か ヤマ の いずれ を さす の か あき ら か で な く . 
また ヤマ を さす も の と 一 応 は 考え られ る niphonica BUTLER の タイ プ 標 本 も , 同様 に わが 国 に 存在 し な い の で . 
学名 に つい て は , 後日 の 検討 を 待つ こと に し , と と で は と くに と りあ げ な いと と に し た い 。 














IL. BH 内 分 布 
A. サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 
1. 分 布 の 概要 


北海 道 か ら 九 州 に か け て の 平地 お よび 山地 信広 く 分 布 し て お り , 日 本 の ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 の 蝶 と し て は , も っ と 
も 普通 な も の に 属し て いる . し か し , 北海 道 で は , 一 般 に 次 種 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ よ り を も 劣勢 で , お も に 南 半 部 か 
ら 見 い だ さ れ , 北 半 部 に お いて 現在 まで 確認 し て いる と と ろ は 日 本 海 側 の 焼 尻 島 の み で ある . また , 礼文 島 , 
利尻 島 お よび 奥尻 島 な どか ら 見 い だ さ れる も の は 。 現在 まで の と と ろ 。 すべ て 次 種 ば か り で ある 。 九州 者 の 主人 
島 で は , 平地 に Neope 届 の 蝶 を 産 し な いと と か ら ゆ , お そら く 本 種 は 分 布 し な いも の と 考え られ る 。 PEKE, 
八丈 島 , 佐渡 島 , 淡路 島 , 隠岐 島 お よび 種子 島 な どの “キマ ダラ ヒ カ ゲ "2 に つい て は , まだ 検討 し て いな い . 


2. 採集 地 A 


突 際 に 標本 を 調査 し て 確認 し た 採集 地点 は つぎ の と お り で ある . 
北海 道 AT E DR E; HE RERE RR, 帯広 市 岩内 川 事 務 所 , AAM; 空知 
文 庁 夕 張 市 清水 沢 ~ 遠 幌 ; 石狩 支庁 札幌 市 円 山 ; 渡島 支庁 亀田 郡 七 飯 町 大 沼 . 

宮城 県 仙台 市 . 
栃木 県 日 光 市 金 精 峠 . 

群馬 県 前 橋 市 荒砥 : 藤岡 市 勢多 郡 赤城 山 . 

千葉 県 千葉 市 幕張 町 . 

東京 都 渋谷 区 原宿 , 板橋 区 南町 : 府中 市 武蔵 野市 : 小平 市 小平 寺 園 . 
神奈 川 県 小田 原市 根府川 : 津久井 郡津 久井 町 中 野 , 伊勢 原町 日 向 : 愛甲 郡 清川 村 宮瀬: 秦野 市 : 横浜 市 港北 区 
綱島 公園 : 川崎 市 溝 ノ ロ . 

静岡 県 賀茂 郡 河津 町 下 佐 ガ 野 , 松崎 町 八木 山 ; 田方 郡 天 城 湯 ガ 島町 船 原 温泉 , 猫 越 , 般 原 味 ~ 達 魔 山 : 御殿 場 市 
野中 , 印 野 水源 池 : 駿東 郡 小山 町 足柄 幅 , 人 金 時 山 ~ 桑 木 , 裾野 町 佐野 , 湖 尻 峠 岩波 。 越前 岳 , 越前 申 ~ 十 里 木 
TER, ARNE, 須山 ; 富士 市 呼子 岳 , 勢 子 ノ 辻 , 勢 子 ノ 辻 へ 千束 , AE EA IYA, HA, KA, S 
E; 富士 宮 市 北山 林道 , 富士 宮口 2 合 目 , 明星 山 , 北山 , BEW, 57 EL P8, BA IARE EDE, 富士 
郡 芝 川町 下 稲子 : 庵原 郡 富 士 川町 中 ノ 郷 , 由比 町 浜 石 岳 清水 市 有 度 山 : 静岡 市 購 機 山 , RUSE, 大 岩 臨 湾 
T 深谷 , 谷津 山 , 柳 新 田 , 柚木 , 神明 原 , 谷沢 , 口 長島 , 奥 長 島 , KIE, 慈悲 ノ 尾 , 郷 島 , RE, 羽鳥 洞 慶 院 , 
BEE, 富沢 安倍 郡 大 河内 村 天神 滝 , 梅 が 鳥 村 太 郎 木 , 十 枚 峠 一 十 枚 山 。 十 枚 山 ,。 十 枚 山 浅間 原 , 安倍 幅 , Jp 
川村 井川 , 井川 峠 , 二 軒 小屋 , 大 日 峠 , 口 坂本 , 玉川 村川 島 , 腰越 , 横沢 , 西河 内 川 , 清 沢 村 坂 本 , 蛇 塚 , 大 川村 
R/E; 島田 市 上 相賀 , 長島 ~ 犬 間 入 口 ; 袋井 市 法 多 て 山本 : ERE, 春野 町 石切 : ARKEA. 
山梨 県 塩山 市 大 菩薩 幅 : 北巨摩 郡 白 州 町 日 向山 , 武川 村 大 散 鉱泉 : 苦 崎 市 甘利 沢 稿 : 中 巨摩 郡 坊 安村 夜叉 神 
W; 大 月 市 猿橋 ; 東 八代 郡 豊富 村 関 原 ; 西八代 郡市 川 大 門 町 四 尾 連 湖 , 中尾 連 湖 一 四 尾 連 , 四 尾 連 , 六郷 町 網 倉 , 
WAE m 三角 点 , 近 萩 ~ 神 有 , 寺 所 , 下部 町 岩 欠 , MAE, 醍醐 山 , 古関 , 下部 温泉 , 上 九 一 色 村 本 栖 高原 ~ 
TRIES 本 栖 高 原 , 竜 ガ 岳 林道 : 南巨摩 郡 身延 町 八木 沢 波 高島 , 塩 ノ 沢 , 増穂 町 新 梨 , 高 下 , 初頭 , 早川 町 仙 城 
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iR, 転 付 幅 , 細野 て 雨 畑 , 鬼 島 鳥屋 , 鬼 島 , 南部 町 佐野 川鉄 橋 一 白水 橋 , 富沢 町 西行 

長野 県 茅野 市 赤岳 鉱泉 , 白樺 湖 ; 長野 市 ; 北佐久 郡 軽 井沢 町 汗 持 

愛知 県 名 古屋 市 瑞穂 区 松月 町 : 瀬戸 市 定 光 寺町 . 

岐阜 県 高山 市 江 名 子 町 : 吉 城 郡 神岡 町 寺 林 、. 

三重 県 津 市 悦楽 公園. 
兵庫 県 神戸 市 東灘 区 岡本 . 
山口 県 大 島 郡 大 島町 . 
愛媛 県 温泉 郡 重信 町 皿 ガ 峰 ; 北条 市 高 縄 山 . 

福岡 県 福岡 市 西 公園 , 南 公園 , 油山 , 立花 山 : 田川 郡 添田 町 英彦 山 ; 久留 米 市 高良 山 . 
大 分 県 別府 市 : 玖珠 郡 久 重 町 長者 が 原 , 牧 ノ 戸 温泉 , 玖珠 町 ヨシ ブー 深草 . 
長崎 県 北松浦 郡 世 知 原町 

熊本 県 熊本 市 ; 阿 砲 郡 南小 国 村瀬 ノ 本 高原 , 阿 漁 町 黒川 , 黒川 水口 , 大 観 峰 . 
鹿児島 県 鹿児島 市 薬師 町 垂水 市 高 隈 山高 峠 , 高 隈 山 ビ シャ ゴ 岳 , 大 野原 ; 鹿屋 市 打 馬 町 , 新生 町 , 高 隈 山 御 后 
UU; 肝属 郡田 代 町 花瀬 : 川辺 部 知覧 町 手 義 峠 , 川辺 町 諏訪 神社 ; 薩摩 郡 宮之城 町 柴 尾 神社 伊佐 郡 変 刈 町 得 ノ 
E, 屋 地 : 大 口 市 曽 木 洋 : ARERR DURS WA~. 






































B. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
1. 分 布 の 概要 


北海 道 か ら 九 州 に いた る 地域 に 分 布 し て いる が , その 分 布地 域 は , 一 般 に 山岳 地帯 に 限ら れ , 平地 に は 分 布 し な 
い の が 普通 で ある . 北海 道 で は 前 種 よ り も 広く 分 布 し , だ いた い 全域 に み ら れ る が , さら に 礼文 島 , 利尻 選 , DE 
島 お よび 奥尻 島 の よう な 離島 に も 分 布 し て いる . サハ リン 分布 す る solowijofkae MATSUMURA li, 文献 の 図 
と よる か ぎり !2。 あき ら か に と の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で ある . 千島 列島 の kurilensis MATSUMURA に つい て は 
未確認 で ある が , 付近 に お ける 両 種 の 分 布 状態 か ら み て , お そら く 本 種 で も あ ろう. 四国 か ら は 未確認 で ある が , M 
国 山脈 に は 確実 に 分 布 す る も の と み ら れ る . 屋久 島 の marumoi ESAKI et UMENO と よ ば れる も の は , と れ ま で 
約 20 個 体 の 標本 を 調査 し た か ぎり で は , いずれ も 本 種 で あり , 同島 の Neope 属 の 蝶 は , すべ て 本 種 の み と 考え ら 
れる . 











2. 採集 地 Am 





実際 に 標本 を 調査 し て 確認 し た 採集 地点 は つぎ の と お り で ある ・ 
北海 道 RAELE, 利尻 郡 利尻 町 利尻 山 , 姫 沼 , 天塩 郡 豊富 町 , BOER TA SRSUMU VOR 
: 根室 支庁 野付 郡 別海 村野 付 牛 : 釧路 支庁 川上 郡 弟 子 屈 町 藻 其 山 : 十勝 支庁 河東 郡上 士幌 町 賠 加 , 三股 , カム イエ 
クウ チカ ウシ , 河西 郡中 札内 町 札内 川 ダ ム , 同治 山 事務 所 , 帯広 市 八千代 , 岩内 川本 流 お よび 支流 ; AMT BN 
IRDA; 上 川 支庁 名 寄 市 , 上 川 郡上 川町 愛山 渓 。 大 雪 黒 岳 飼 山道 , 黒岳 小屋 , 朝日 町 ; 空知 安打 夕張 市 清 
水沢 ~ 遠 幌 石狩 支庁 当別 町 中 小屋 , 札幌 市 円 山 , ae, 定山渓 - 豊 平 峡 , 豊平 峡 : 後志 支庁 小樽 市 天狗 山 : UE 
島 支庁 山越 郡 長万部 町 二股 温泉 一 長万部 岳 , 亀田 郡 七飯 町 大 沼 栓 山 支 庁 身 尻 町 球 浦 
青森 県 黒石 市 青 荷 , EAR, 大 川原 奥 ; 上 北郡 十和田 町 十和田 湖 . 

EFE 下閉伊 郡川 井村 早 池峰 山 小 田 越 小屋 ; 二戸 郡 安代 町 八幡 平 . 
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静岡 県 田方 郡中 伊豆 町 万 二郎 岳 。 万 三郎 岳 , 白田 峠 戸塚 峠 , 戸塚 貴一 八 丁 池 , 天城 湯 が 島町 八丁 池 一 白田 幅 
ATi, 八 十 池 一 茅野 , 八丁 池 一 天城 幅 , ORE, 天城 峠 東方 一 水生 地 , 天城 トン ネル 西方 , Kiekie, 35 
Bip, FAHR 船 原 峠 ご 達磨 山 , 修善 寺町 戸田 峠 ^ 達磨 山 。 函南 町 鞍掛 山頂 上 御殿 場 市 長尾 幅 。 丸 岳 ン ン 女 
Wm, 乙女 峠 … 金 時 山 , 太郎 坊 一 次 郎 右 衛門 塚 : 駿東 郡 裾野 町 湖 尻 峠 , 十里 木山 口 , 十里 木 東方 , BME, 次 郎 右 
WPR EL; 富士 宮 市 北山 林道, 富士 宮口 2 合 目 , 2 て 1 合 目 , 2 合 目 林道 , 長者 が 績 一 天子 が 岳 。 HS 毛無 
山 , TEX Re 根 原 清水 市 出羽 : 安倍 郡 大 河内 村 真 富士 山 , 青 笹 頂上 , 真 先 峠 て 地蔵 峠 , 梅島 村 地 蔵 峠 , 十 枚 
山 一 浅間 原 , 十 枚 山 , 安倍 幅 , AAE, 梅島 温泉 付近 , 南沢 , KAHE > 乗越 , 大 代 付近 , 井川 村 東 河内 , 8 
AE, BEES. 木 賊 ~ 構 島 , 赤石 渡 一 藤島 沢 , 井川 峠 , 三 尺 峠 山伏 岳 , 大 日 峠 , 大 日 峠 ご 口 坂本 , EERIE; AE 
本 川根 町 智 者 山 ; HERAS. 
山梨 県 塩山 市 大 菩薩 幅 ; 北巨摩 郡 富士 見 町 金 無 川 飯 場 , 同 本 谷 出合 , RIINA, 須玉 町 金山 出合 ~ 木 
Rd, 増 富 ラジ ウム 鉱泉 付近 : 中 巨摩 郡 芦安 村 夜 叉 神 幅 : 南都 留 郡 河口 湖 町 大 石 峠 見 付 峠 , 中 野村 山中 湖 : 西 八 
代 郡 上 九 一 色 村 青木 が 原 , 烏帽子 岳 へ パノラマ 台 , パノラマ 台 , 御飯 峠 , 本 栖 高 原 , 竜馬 林道 : 南巨摩 郡 増穂 町 
似 形 山水 室 神社 , バラ ボタ ン 平 , 青 砂 沢 , 早川 町 広 河内 , 仙 城 沢 , 内 河内 , 転 付 峠 , 保川 , 七 面 山 , RLE, 富沢 
町 福士 川上 流 , 徳間 付近 , wea. 
長野 県 長野 市 : 上 高井 著 高 山村 五色 温泉 下高井 郡山 之 内 町 発 喘 , 上 林 : 北安曇 郡 白 馬 村 鹿島 川 松本 市 茶 日 山 
て 扉 峠 南安 肖 郡 安曇 村上 高地 , 島々 , 中 ノ 湯 北佐久 郡 軽井沢 町 浅間 山 , 番 掛 諏訪 市 平石 山 : 南佐久 郡 南牧 村 
飯盛 山 伊那 市 南沢 山 : 上 伊那 郡 長 谷村 戸 台 , 小黒 川 林道 , 入 笠山 
愛知 県 北設楽 郡 設楽 町 旧 段 敗 村 . 
岐阜 県 高山 市 名 田町 吉 城 郡上 宝 村 平湯 , 新穂 高 ; 大 野 郡 高根 村上 が 洞 , JMEJRHRSOSEYOS, 朝日 村 美女 幅 。 
滋賀 県 大 津 市 堅田 町 坊 村 . 
福岡 県 早良 郡 早良 町 鬼 ガ 鼻 登 山路 : 田川 郡 添田 町 英彦 山 . 
大 分 県 別府 市 由布 岳 . 
熊本 県 阿 菊 郡 阿 菊 町 黒川. 
鹿児島 県 始 良 郡 栗 野 町 果 野 岳 温泉 , 霧島 町 湯 之 野 朋 島 神宮 , SRE, 高千穂 河原 付近 , 高千穂 河原 一 皇子 
原 , ニッ 石 隆 摩 郡 宮之城 町 堀切 ; 熊毛 郡 屋久 島 小 杉谷 , ウィ ルソン 株 , 花 ノ 江 河 , ERE. 
IL 成虫 の 形態 お よび 斑紋 の 特徴 

1969 年 3 月 末日 現在 , 形態 お よび 斑紋 の 調査 を お と な っ た 個体 は , 両 種 あ わせ て 約 1, 000 個体 で ある が , と と に 
測定 記録 と し て 示し た も の (第 1 3 K) は , 静岡 県 お よび その 周辺 の も の 計 699 個体 で ちあ ちり, その うち サト キィ 
グラ ヒ カ ゲ は 343 02813055 3599, 3/28 11688 6299), ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 356 ( 春 型 21733 4199, BA 87 
6861199) 個体 と な っ て いる . な お , 破損 が ひど く 測 定 不可 能 な 個体 お よび 飼育 た よっ て 羽化 させ た 個体 は , 統 
計 に は 含ま れ て いな い . 

A. 形態 の 比較 

1. SÉ domum 

BUEICZVVCH, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の あい だ に 明確 な 差 は な い が , 前 者 で は 一 般 に 円 味 
が あり , 後者 で は 円 味 を 欠き 線 的 と な る 傾向 が ある . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 で は , PAORO OREL 
“ERRER” の よう な 形 を し た も の が 多い . 

HAR, 両 種 の あい だ に 大 き な 差 が み ら れ な い (第 1 表 ). 

2. 縁 毛 の 分 岐 数 


前 贅 第 1b 窒 外縁 の 縁 毛 先端 の 分 岐 数 の 平均 値 は 。 サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 4.2 土 0.06, ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 
3.2 土 0.05 T, あき ら か な 統計 的 有意 差 (信頼 度 99% 以 上 ) が み ら れ る (第 1 と 2 図 ). 
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3. 交尾 器 の 形態 


サト キマ ダラ ヒ カ ゲ ITSS, ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 1633 の 交尾 器 の 各部 分 を 比較 し た が , 両者 の あい だ に 本 質 的 
な 差 を 見 い だ す と こと が で き な か っ た . 









































































































































第 1 図 : 縁 毛 の 形態 (1 : サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , IL: ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ) 


B. 斑紋 の 比較 
1. 山地 種 指数 


下 の a に あげ た 諸 形 質 の 特徴 を , それ ぞ れ 0,1,2 の 3 段階 に 区 別 し , その 合計 値 に よっ て 山地 種 指数 を あら わ 
す と と に する . と の 数 値 が 高く な る ほど ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 特徴 を あら わし て いる と と に な る .・ と の 山地 種 指数 
は , サト お よび ヤマ の 両 種 の 識別 に か な り 有 力 な も の で ある が , 絶対 的 な ちの で は な い の で , 実際 に は , さら に 多 
く の 形 質 を 加え て , 総合 的 に 判断 する 必要 が ある . 

a. 基礎 と な る 諸 形 質 
D 性 B 

る の 前 著 内 半 部 に み ら れ , 電灯 な ど 区 透かし て 見 る と 不透明 に 見 える 部 分 で あり , 多く の 発 香 鱗 か ら 成 り 立 っ て 
v2. その 第 1b 室 基部 付近 に は , 基部 に 向かう 切れ 込み が あり , 左右 の 前 燃 に お いて , その 切れ 込み の 部 分 が 裏面 
の 黒 条 に 達し て いな いか , ある い は と の 黒 条 に か か っ て いる も の を 0, 左右 の 前 丈 に お いて , その 切れ 込み の 部 分 
が その 黒 条 より も さら に 内 方 に 達し て いる も の を 2 , 左右 で その 状態 の と と な る も の を 1 と する . 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は と の 切れ 込み が 深く , し た が っ て 数 値 も る 高く な っ て お り , また 両 種 と も に 春 型 で は 夏 型 
より も や や 高く な っ て いる (第 3 表 ). た だ し 平地 で 飼育 し て 羽化 させ た ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 で は , サト キ 
ンダ ラ ヒ カ ゲ の 多く の 個体 に み ら れ る よう に , と の 切れ 込み が 黒 条 に 達し て いな いも の が 多い が , 性 標 の 形態 自体 
は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 基本 的 な 特徴 を 維持 し て いる . と れ ら の 飼育 品 は 野外 に お ける 採集 品 よ り も や や 小形 で あ 
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第 2 図 : 縁 毛 分 岐 数 の 比較 (@: サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , Xi ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ) 
る が , 平地 の 高温 に よる 全体 の 小形 化 に も か か わら 
ず , 性 標 の 大 き さ は と れ に と も な っ て 小形 に な ら ず 
比較 的 安定 し て いる と と を 示し て いる (第 4 図 ). 
1) 前 翔 表 面 亜 外縁 第 1b 室 黄斑 中 の 黒 斑 
左右 の 次 に お いて と の 黒 班 の あら われ る も の を 0, 
どちら か 一 方 に あら われ る も の を 1, まっ た く 消 失 
する も の を 2 と する . 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 一 般 に 消失 し , サト キマ 
ダラ ヒ カ ゲ で は あら われ る も の が 多い . また 性 別 で 
は , 両者 と も , より も ゃ に あら われ る 傾向 が み ら 
れる (第 3 表 ). 
ii) 前 天 裏 面 亜 外 緑 第 5 室 の 白斑 
完全 人 に 消失 し て 地 色 と 区 別 で き な く な っ た も の か 
ら , 明 睦 に あら われ て 地 色 と は っ きり 区 別 で きる も 
DET, 0,1,2 の 3 段階 に 分 ける . 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , と の 白斑 (個体 に よっ 
て 黄色 また は 紫色 を 帯び る も の が ある ) が 一 般 に 明 
BETHAD, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 消失 する も の 
ICP Ee E 5 が 多く , あら われ る 場合 で も 不明 瞭 な も る の が 多い . 
M: ト A : Bue pa zT で "— SIEA s 
LONT Ru RS DRE E また 性 別 で は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 場合 , ? に お 






































2805, M: RARO 3 HORN (i, 両者 と も , 春 型 に お いて , ENO 6 OPR 
配列 , ⑦ の 外縁 の 黒 化 , ⑧ 眼 状 紋 の 大 きき, に あら われ る 傾向 が み ら れ る (第 3 30. 
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左右 の 区 に お いて , 前 の 2 個 の 黄斑 の 外側 の 接線 X 
58k 14 DEC» S6)0z0, HOAT Pa ar 


か る も の を 1, htoNciol4Abonee)0 第 4 図 : 性 標 の 切れ 込み (1 : サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 


* 2035. に 多く み ら れる 例 , I: ヤマ キマ ダラ ヒ カ 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は と の 数 値 が 高く , 多く の ゲ に 多く み ら れ る 例 , li: ヤマ キマ グフ ヒ 

個体 に お いて , と の 3 個 の 黄斑 が “ く ” の 字形 に 配 カゲ 夏 型 へ 飼育 に よる も の > に 多く み ら れ 
る 例 ) 


列 し て いる . と れ に 対し て , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で 
は , と の 3 個 の 黄斑 が 直線 に 並ぶ も の が 多く , と と に 夏 型 で は と の 傾向 が いち じ る し い (第 3 表 ). その 春 型 に お 
いて と の 数 値 が や や 低い 理由 は , 個々 の 黄斑 の 直径 が 小さ い の で , 3 個 が 直線 に 近い 状態 に 並ん で いた こと し て も 
後 の 1 個 が 前 の 2 個 の 外 接線 か ら は ずれ る と と が 多い た めで あり , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の よう な “ く ” OFERI 
を 意味 し て いる の で は な い . 
b. 山地 種 指数 の 比較 
9 信夫 通 の 指標 と し て の 山地 種 指数 1 は , 性 標 を 除く 三 つ の 形質 の 特徴 を あら わす 数 値 の 合計 (前 項 の せ 十 志士 
iv) で あり , 0 か ら 6 まで の 7 段階 で 示す と と に な る . 
と の 数 値 は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は いち じ る し く 高 く , こと に 春 型 くさ で A 
は 5.6 土 0.11 に 達し , も っ と も 低い 値 の 夏 型 $ で さえ も 4.8 土 0.19 を 示し て ! 
bb, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 最高 値 を ボ す 春 型 る の 1.6 よ 0.95 を 大 きく 引き O 
は な し て いる (第 1 表 ). また , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , ほとん どの 個体 I O I O 
B 
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が 4 へ ~6 の 数 値 を 示し て いる が , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 大 部 分 の 個体 が 
0 ご 2 と いう 低い 値 と な っ て いる (第 2 表 ). 山地 種 指数 1 は , 両 種 と も じ , 
春 型 で は 夏 型 より も ゃ いく ぶん 高い 値 を 示す 傾向 が ある . 

山地 種 指数 は , る の 特徴 を あちら わす た め に , 山地 種 指数 1 に 性 標 の 特徴 
を 示す 数 値 を 加え た も の で あり Uoiriririv, 0 か ら 8 ま で の 9 





第 5 図 : 後半 裏面 基部 の 黄 斑 
配列 (1 : サト キマ ダ 


段階 を 示す 数 値 と な る が , と れ は $ の 特徴 を あら わす た め に は , 山地 種 指数 ラ ヒ カ ゲ に 多く み ら れ 
1 より も 一 層 有 力 な も の で ある . 平均 値 で は , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 が る 配列 , T: ヤマ キマ 
7.5--0.11, 夏 型 が 6.8 土 0.28, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 が 1.8 土 0.27, E qui QC 


型 が 1.2--0.26 と , 山地 種 指数 1 の 場合 より も , 両 種 の あい だ に 一 層 大 き な 
差 が み ら れ (第 1 表 ), また 5 以上 の 数 値 を 示す も の と 3 以下 の 数 値 を 示す も の の 割合 も , 両 種 で いち じ る し く と 
と な っ て いる (第 2 表 ). 
山地 種 指数 は , 季節 や 生息 場所 の 条件 な ど に よっ て いく ぶん 変動 し , 環境 の 影響 た いく ら か うけ る も の と 考え ら 
れる が , つぎ に 述べ る 黒 化 指数 より も ゃ は る か に 安定 し た も の で あり , と れ に よっ て 両 種 の 特徴 を か な り よ く あ ら わ 
す と と が で きる と 思う . 
2. 黒 化 指 数 
裏面 の 黒 化 の 程度 を あら わす も の で , 下 の a に あげ た 9 箇所 の 黒 化 の 程度 を 0,1,2 の 3 段階 に 区 列 し , その 合 
計 値 に よっ て 黒 化 指数 を あら わす も の と する . し た が っ て , 黒 化 指数 は , も っ と も 黒 化 の 弱い も の で は 0, も っ こ 
ぉ ゎぁ 黒 化 の すす ん だ も の で は 18 と な り , 19 段階 で や ら わ され る と と に な る ・ 
a. 黒 化 指数 の 基礎 
i» BH 2 室 基部 
黒 鱗 の み ら れ な いも の を 0, 黒 鱗 の 散在 が 認め られ る も の を 1, あきらか に 黒 化し て いる も の を 2 と する ・ 
i) 前 翔 中 室 環状 紋 の 内 部 
黒 鱗 の み ら れ な いも の を 0, 黒 鱗 に よっ て よど れ た 感じ の も の を 1, ほとん ど 全 体 が 黒 鱗 で お お われ て いる も の 
を 2 と する . 
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第 1 表 諸 形 質 の 比較 (平均 値 ) 
"m サト キマ ダラ ヒ カ ゲ ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
| E 型 | 夏 型 | g mg zu 
前 dS E $ | 84.40.29 | 34.3--0.20 || 34.40.22 | 34.0+0.23 
(mm) 9 | 85.40.67 | 35.5::0.30 | 36.2::0.39 | 35.6:0.77 
山地 種 指数 I $ 1. 62-0. 25 1. 0+0. 22 5.62-0.11 4.8 土 0.19 
(226) 9 1. 3:0. 89 0. 53:0. 22 5. 32:0. 32 5. 0::0. 51 
ios Shu | usen | つ お 200026 | et [58028 
= 化 指 数 る 8.2+0.62 3.0+0.39 | 14.2+0.24 | 10.6+0.48 
(0 18) 9 6. 22-0. 83 3.0 エ 0.41 | 18.1 エ 0.75 8.5 エ 1.90 
眼 状 紋 外 後 X100 $ | 10.2 エ 0.28 | 13.7+0.25 | 11.7+0.17 | 15.4+0.29 
前 A 長 6 9.6 エ 0.48 | 13.2 エ 0.39 | 12.4 エ 0.42 | 15.7 エ 0.69 
眼 状 紋 内 径 100 $ | 61.7 エ 1.14 | 63.8 エ 0.94 | 71.7+0.74 | 71.6+1.08 
EREA 9 | 60.32.61 | 63.5x1.16 | 70.31.61 | 68.8 エ 1.95 
第 2 表 山地 種 指数 の 比較 REZ) 
サト キマ ダラ ヒ カ ゲ ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
山地 種 指数 ES Nj | E 弄 春 型 夏 jg 
$ 9 $ | * $ 9 3 E 
0~2 73.4 | 87.1 | 85.8 | 96.9 0 0 3.5 0 
I 3 17.8 9.7 8.8 1.6 1.4 0 3.5 | 0 
dv 8.9 3.2 5.3 1.6 | 98.6 100.0 | 93.0 | 100.0 
0—3 86.2 94.6 E 0 "a M 
I 4 9.8 = 1.8 = 0 = 8.2 
5~8 4.1 3.6 100.0 E 91.8 
第 3 表 山地 種 指数 の 基礎 と な る 形質 の 比較 OKZ) 
E T サト キマ ダラ ヒ カ ゲ _ ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
v RE (go X UE 3G .|* Zgj| X m 
$ E $ 9 3 9 $ 9 
"M 0 | 79.1 | 91.4 | 82.7 | 95.2 | 10.7 | 19.5 | 12:8 | a&3 
A fn ET 1 8.5 8.6 5.2 3.2 10.7 | 26.9 9.3 | 18.2 
n 2 | 12.4 0 12.1 1.6 | 78.5 | 53.6 | 77.9 | 455 
BI 5] ux m | o | eto | 81.9 | ez8 | 87.1 0 2.5 1.1 0 
亜 外縁 第 5 室 | 1 | 8301 | 12.1 | 261 | 12. 0 0 5.7 0 
pI 2 7.9 6.1 6.1 0 100.0 | 97.5 | 93:2 |100.0 | 
we PES ED y alr R RN 
斑 の 配 A] * . に . a . . i 
E 2 | 281 | 86.4 | 1.1 | 9.7 | 9.7 | 97.8 | 71.3 | gi.6 
0 | 85.3 EM 94.7 — | 3.3 E 9.3 
性 B1 7.0 e 5.3 — | 37 m 17.4 m 
2 7.8 = 0 — | 93.0 73.3 
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中 央 の 細い 野 条 を 除い て , 黒 鱗 が は と ん ど み られ な いも の を 0, 黒 鱗 が 逆 在 し て いる も の を 1, 黒 化 が すす ん で 


いる も の を 2 と する 。. 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


1970 iLi TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 21, No. 1 & 2 — 25 — 
ーー 


iv) 前 頑 第 1b 室 基部 
地 公 と 同様 で まっ た く 黒 化し な いも の を 0, さら に 黒 化 の 程度 に より 1 と 2 を 区 別 する . 
v) GUB 2 室 基 部 の 黄 条 
明暗 に あら われ る も の を 0 , 不明 瞭 な も の を 1, ほとん I 
ど あ る い は まっ た く 消 失 す る も の を 2 と する . (D 
wi) 後 正中 室 基部 
と の 部 分 が , は と ん ど あ る い は まっ た く 黒 化 せ ず , 前 述 
の 3 個 の 黄 区 の 中 央 位置 する 斑紋 の 周囲 を と り ま く 黒 い 
緑 ど り が 明 須 人 認 め ら れる も の を 0, や や 黒 化 が すす ん 
C, と の 縁 ど り が 不明 瞭 に な っ て いる も の を 1, 完全 に 黒 
化し て , 中 室 基部 と あき ら か に 黒 帯 に よっ て 連続 する も の 
E2543. 
vii) 後 翔 第 6 SERIA AMI 
地 色 と ほとん ど 同 色 で , 黒 鱗 の み ら れ な いも の を 0, さき 
ら に 黒 化 に 応じ て , 1 お よび 2 の 段階 を 区 別 する . 
vii) 後期 第 3 室 眼 状 約 の 内 側 
喧 色 帯 が 切断 し て いる か , ある い は まっ た く あ ら わ れ な 





























第 6 図 : 黒 化 指数 の 基礎 CI: MARM © 





第 2 室 基部 , ⑫⑰ 中 室 環状 絞 の 内 部 , 

いも の を 0 と し , さら 黒 化 に 応じ て 1 と 2 の 段階 を も う ⑧ 中 室 基部 , ④ 第 1 b 室 基 部 , I: 
ける ・ warm, ⑨ 中 室 基部 , OR 4 室 の 
ix) ejes 3 室 眼 状 紋 の 外側 EZ, OR 6 室 眼 状 紋 の 外側 , ⑧ 第 





3 ZEROKI, ⑨ 第 3 ERRE 


地 色 が は っ きり あら われ て いる も の を 0 , さら に 黒 化 に の 外側 ) 


応じ て , 1 お よび 2 の 段階 と する . 
b. 黒 化 指数 の 比較 

上 に 述べ た 9 箇所 の 数 値 を 合計 し た も の が 黒 化 指数 と な る . 黒 化 指数 は , 一 般 に ヤマ キマ グラ ヒ カ ゲ で は 高く 
また 季節 型 で は , いずれ の 場合 も , 夏 型 より も 春 型 の 方 が 高く な っ て いる (第 1 表 お よび 第 7 図 う . 

ヤン キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 で は , 全体 の 平均 値 が $14.2 土 0.24,。 $18.1 土 0.75 と いう 高い 値 を 示し て いる が , 年 
1 化す る 場所 に 発生 する も の と 年 2 化す る 場所 に 発生 する も の と の あい だ に いく ら か の ちがい が ある . すなわち 
年 1 化す る 場所 の 春 型 ( 夏 型 は 発生 し な い ) で は , 黒 化 指数 の 平均 値 が や や 低く , 1836$ の 平均 値 が 13.9 土 0.24 と 
な っ て いる が , 年 2 化す る 場所 の 森 型 に は いち じ る し く 黒 化し た 個体 が 多く , 3356 の 平均 値 は 15.6 土 0.59 と いう 
高い 値 を 示し , 最高 値 18 に 達する 全 個 体 7 頭 の うち , 実に その 6 頭 を し め て いる . し か し , 長野 県 上 高地 岩 の も の 
と み ら れ る よう た, 年 1 化 の 春 型 に お いて も いち じ る し く 黒 化す る 場合 も ある の で , さら に 地域 別 の 詳細 な 調査 が 
必要 で ある . 

ヤー キー ダラ ヒ カゲ の 夏 型 で は , 黒 化 指数 が あき ら か に 低く , $10.6 土 0.48, \8.5 土 1.90 を 示し て いる が , P 
地 で 飼育 し て 羽化 させ た 夏 型 で は , と の 数 値 が さら 低く な り , 箱根 乙女 幅 産 の 1883 の 平均 値 は 5.1 圭 1.01。 10 
99 の 平均 値 は 5.11.71 と な り , も っ と も 低い も の は , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ と し て は 極端 に 低い 2 と いう 数 値 を 
示し て いる . 

ナ ト キ ンダ ラ ヒ カ ゲ で は , 黒 化 指数 は 一 般 に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ より も 低い 値 と な り , その 春 型 で は , 全体 の 平 
均 値 が る 8.2 土 0.62, 96.20.89 を 示し て いる . Fb, ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 場合 と 同様 , 場所 に よっ て 年 に 
2 回 発生 する と と ろ と 1 回 の み に と ど ま る と と ろ が ある が , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ と は と と な り , 年 2 化す る 場所 の 
春 型 は あま り 黒 化し な い が , 年 1 化 の 春 型 で は 地域 に よっ て いち じ る し く 黒 化す る 場合 が ある と と は 注目 され る ・ 
すなわち 。 年 2 回 発生 する 地域 か ら 得 られ た 5958 の 黒 化 指数 の 平均 値 は 7.9 エ 0.71 と な っ て いる が , 静岡 県 の 交 
合川 上 流 地方 か ら 大 井川 上 流 地 方 に か け て の 高地 帯 (年 1 化 ) か ら 得 ら れ た 313 の 黒人 指数 は , 実に 14.020. 64 
と いう ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に 匹 英 する 高い 値 を 示し て いる . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 で は 黒 化 指数 が 低く , その 
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第 7 図 : 黒 化 指数 の 比較 (T : サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 春 型 , D: AEW, E: ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 春 
型 , V: 同 夏 型 (O7 271215, 斜 交 線 の グラ フ は 9) 
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平均 値 は 63.00.39, 23.0 土 0.41 を 示し , し ば し ば 最低 値 0 を 示す 個体 も み ら れ る ・ 

黒 化 指数 は , 環境 の 影響 を うけ や すく , 発生 する 季節 や 生息 場所 の 標高 な ど に よっ て 大 きく 変化 し , 山地 種 指数 
ェ は か な り と と な っ た 性 格 を も っ て いる . し た が っ て , 黒 化 の 程度 だ け で 両 種 を 識別 する と と は , ます 不可 能 で あ 
る . 

3. 眼 状 紋 の 特徴 
a. 眼 状 紋 の 相対 的 な 大 き さ 

PIANE 2 室 の 眼 状 級 の 長径 ( 閉 脈 に 平行 な 方 向 ) を ノギス を いて 測定 し , まず その 黄色 環 の 外 径 と 前 閉 長 
と の 比率 を 百分率 で あら わし て 眼 状 紋 の 相対 的 な 大 き さ を 示す と と に する ・ 

Spicy REI tA C, 眼 状 級 が 相対 的 己 大 きく , また いずれ の 場合 に お いて も , 夏 型 で は 春草 より も 
発達 し て いる . 平均 値 で は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 現 で は も っ と も 小さ く , $10.2 土 0.23, 29.60.48 を 示し , 
ヤン キ ン ダラ レヒ カゲ の 夏 型 で は も っ と も 大 きく , 815.450.209, 915.7 土 0.69 と な っ て いる GEO. MRO 
相対 的 な 大 き さ は , し ば し ば 両 種 の 識別 に 役立つ と と が あり , た と えば , 山 績 地帯 で 年 1 回 の 発生 を お と な う サ ト 
キー ダラ ヒ カ ゲ 春 型 の いち じ る し く 黒 化し た 個体 は , 一 見 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ と まち が いや すい が , 眼 状 炎 の 発達 
El, B9 と いう きわ め て 低い 数 値 を 示す の が 普通 で あり , その 形状 も ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に み ら れ る よう な 槍 
円 形 で は な く , 円 形 を し て いる の で , と の よう な 特徴 が その 識別 点 の 一 つと な る と と が 多い . 

b. 眼 状 紋 の 黄色 環 の 相対 的 な 厚 さ 

上 記 の 眼 状 級 の 黄色 環 の 内 径 と 外 径 と の 比率 を 百分率 で あら わし , 黄色 環 の 相対 的 な 厚 さ を あら わす と と に す 
2. と の 場合 , 数 値 の 低い も の ほど , 黄色 環 が 相対 的 に 厚い と こと に な る . 

一 般 に サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 黄色 環 が 相対 的 に 厚く な る 傾向 が み ら れ る (第 1 表 ): 

4. 短波 長 光線 に よる 色彩 の 識別 

350—400 ma. の 短波 長 光線 を サト キマ ダラ ヒ カ ゲ お よび ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 標本 に 照 英 する と , WHOS:S 
よび ヤン キー ンダ ラ ヒ カ ゲ の 人 $ で は , 一 般 に 甚六 の 黄 神 色 の 地 色 が 明 色 部 と な っ て あら われ る が , サト キマ グラ ヒ カ 
の る では, HAB RICE ACC, と の 明 色 部 が , ほとん ど あ る い は まっ た く 認 め ら れ な い 場 合 が 多い 

慣 虫 の 複眼 は , 人 の 眼 で は よく 識別 で き な い 短波 長 の 光 を 識別 する と と が で きる の で , 両 種 の 混 生地 で は , サト 
ちよ び ヤ マ の 二 種 が , と の 特徴 に よっ て , た が い に あ る 程度 識別 し あっ て いる 可能 性 が ある . し か し , 実際 に は , 
と の ほか に , 飛び 方 , 体 か ら 発散 され る 化学 物質 , ある い は 交尾 行動 の ちがい な ど が 加わ っ て , た が い の 識別 が お 
と な われ て いる も の と 考え られ る . 

5. その 他 の 数 量 的 表現 の 困難 な 形質 
a. 前 甚 表 面 次 脈 上 の 黄 条 

ナ ト キン ダラ ヒ カ ゲ で は 。 と の 黄 条 の 発達 が よく , 山岳 地帯 に 発生 する 裏面 の いち じ る し く 黒 化し た 個体 で も , 
この 次 条 は よく 発達 し て いる の が 普通 で ちあ る. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , と の 黄 条 が 発達 せ ず , と と に 夏 型 の 中 に 
は , ほとん ど 消 失 す る も の が み ら れ る . 

b. 後 贅 裏面 外縁 部 の 黒 化 

サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 黒 化 指数 の 低い 白 っ ぽい 個体 で も , と の 部 分 が いち じ る し く 黒 化し , その 内 部 の 細い 
黒 条 が 不明 瞭 に な っ て いる の が 普通 で ある が , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 一 般 に 黒 化 指数 が 高い と も か か わら すず 
この 部 分 の み が と くべ つ 黒 化す る 傾向 は み ら れ な い (第 8 図 ). と と に 両 種 の 夏 型 どう し の 比較 で は , と の 特徴 が 
有力 な 識別 点 と な る と と が 多い (第 18,14 図 ). た だ し , 九州 色 島 山 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 で は , と の 部 分 
が や や ゃ や 黒 化す る 傾向 が み ら れ る . 































































































IV. 幼虫 の 形態 お よび 習性 

幼虫 は , 両 種 と も , 多く は 5 令 を 経て 端 化 する が , 中 に は 6 令 に 達する も の も み ら れる . 終 令 幼虫 で は , 5 令 の 
も の と 6 信 の も の と の あい だ に 大 き さ や 形態 上 の は っ きり し た 差 が 認め られ な い . 両 種 の 差 が も っ と も 明瞭 に あら 
われ る の は 2 令 幼虫 で も る . つぎ 区 各 令 幼虫 (5 令 で 化 する 場合 ) の 区 別 点 に つい て 述べ る (材料 は 静岡 県 産み 
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ノッ 


B8B]: 幼虫 の 比較 A (1: サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 令 , 2: 同 2 


q 





l 令 , 3: 同 3 令 , 4: 同 4 今 , 5: 終 令 幼虫 背 
上 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ , 下 サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ , 6: ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 令 お よび 2 人 る T3 E. 
D 8:134, 9: 同 4 令 , 10: 終 令 幼虫 側面 上 ヤマ キマ ダラ CAT, 下 サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ ) 
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o 0 ND MN p 
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1. 
2. 


1 
2. 
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4. 


A. 1 $9 幼 m 


sod, サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 0.88-0.11 mm (n=55), ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 1.04x0.05 mm 
(n—5D €, あき ら か に 後者 が 大 きく , と れ は 卵 の 大 き さ に も 関係 し て いる . と れ を 体積 を 換算 する と , 前 者 
は 後者 の 63 め で 3 分 の 2 以下 の 体積 と な る . 

体長 は , サト で は 6~7 mm, ヤマ で は 7~8 mm ぐら い 人 達し , 後者 が や や 大 形 で ある ・ 

サト で は , 左右 の 亜 間 部 を 縦走 する 波状 の 明 色 帯 が 発達 し , と の 令 の 後期 に は , いち じ る し く 明 峡 に な る が , 
ヤマ で は と れ が 発達 し な い . 

列 性 は , ヤマ で は サト より も は る か 活発 で も り , と と に 1 2 令 で は いち じ る し く , 落ち つか ず に 歩き まわ 
る と と が 多い . 




















B. 2 $ 幼 m 


頭 殻 の 巾 は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 1.23 +0.02 mm (n=84), ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 1.48 + 0.02 mm 
(n—61) T, あき ら か に 後者 が 大 きい . 

ヤマ で は , サト に くら べ て , 頭 部 の 一 対 の 突起 が あき ら か に 長い - 

ャ ン で は , 頭 部 亜 背面 を 走る 左右 2 本 の 暗色 帯 の 間隔 が , サト の よう に 等 間隔 で は な く , 後方 に 向かっ て せま 
く な る . 

サト では,。 多く の 場合 , 頭 部 背面 一対 の 暗色 の 短 条 が あら われ る が , ヤマ で は 一 般 に と これ が 消失 する . 
背 線 は サト で は 巾 広く 明 色 の 縁 ど り が み ら れ る が , ヤマ で は 細く 縁 ど り は み ら れ な い . 

サト で は , EDEBE, 前 胸部 か ら 尾 端 に か け て , 波状 の 明 人 色 帯 が 発達 する . 

ヤマ で は , 気 門 の 上 を 走る 暗色 帯 が サト より も は る か に K 巾 広 い . 

ヤマ で は , サト より も を 気 門下 線 が よく 発達 する . 

尾 端 の 一 対 の 突起 の な す 角 度 は , サト で は 小さ く , 平行 に や や 近い が , ヤマ で は 約 90 に 開く ・ 














C. 3 $ 幼 m 


体形 は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 肥満 形 . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は や せ 形 と し て の 特徴 が よく あら われ る ・ 
頭 部 の 一 対 の 突起 は , ヤマ で は や や 長い が , 2 令 の と き ほ ど 両 種 の あい だ に は っ きり し た 差 を 示さ な く な る ・ 
2 合 期 と お な じ く , サト で は 頭 部 背面 に 一 対 の 暗色 の 短 条 を 生じ る も の が 多い が , ヤマ で は 一 般 に 消失 する ・ 
亜 背 部 の 稲妻 形 暗 Sui, サト で は 部 分 に よっ て いち じ る し い 渡 肖 の アク セン ト を 示す が , ヤマ で は と の 傾向 
が あま りみ られ な い . 

ャ マン で は 気 門 上 方 を 走る 暗色 帯 の 巾 が や や 広い が , サト で は と れ が 発達 し な い . た だ し , その 差 は 2 令 期 に お 
ける ほど いち じ る し く な い . 








D. 4 4 幼 m 


体形 は 。 サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 一 飛 肥満 形 と な り , 各 体 節 間 の くびれ が いち じ る し く な る .・ 
サト で は , 軸 背 部 稲妻 形 暗 色 帯 の 濃 肖 の アク セン ト が 一 層 顕 著 に な る . 


E. 5 4 9 m 














体形 は , 4 令 期 に 引き 続き , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 肥満 形 . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は や せ 形 で ある ・ 

4 令 期 と 同じ く , 亜 背部 稲妻 形 暗 色 帯 の 特徴 に サト と ヤマ の 差 が み ら れ る ・ 

サト では, 気 門下 線 が 細く 明瞭 で , 外 方 張り 出し た する どい 稼 を つく る が , ヤマ で は と の 傾向 が み ら れ ず 
気 門下 線 も 不明 瞭 で ある . 

いずれ も 刺激 を 与え る と 落下 し , 体 を 丸め て 仮死 状態 と な る 習性 が ある が , ヤマ で は 落下 し た さい に , し ば し 
ば 体 を 丸め た り , そり 返ら せ た り し て , は げ し く 運 動 す る と と が ある . サト に は と の 習性 が み ら れ な (いい ・ 
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第 9 図 : 1 令 お よび 2 令 幼 虫 の 頭 殻 CT : サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 令 , II : 同 2 令 , M: ヤマ 
キマ ダラ ヒ カ ゲ 1 令 , W: 同 2 令 ) 





第 10 図 : 2 令 幼 忠 頭 部 の 模様 C1 : サト キマ ダラ EA, W: ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ) 
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第 11 図 : 幼虫 の 比較 B CT : サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 2 令 , M: 同 終 令 , M:i ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 2 令 。 
TV : 同 終 令 ) 


V. 遇 に つい て 


大 き さ , 形態 と も に 両者 の あい だ に 決定 的 な 差 は み ら れ ず , 識別 は 困難 で ある . 

WB, 両 種 と も に , 野外 で は 地表 の 落葉 枯葉) の あい だ で お と な われ る も の と み ら れ , MEARAN THEI 
る と , サト お よび ヤマ の いずれ の 場合 に も , 2 3 枚 の 枯葉 を 組 合せ て , どく 粗末 な 巣 の よう な も の を つく りら , 
踊 は その 中 で 懸垂 器 に よっ て 尾 端 を 枯葉 に 付着 させ , 垂 博 と な る . た だ し , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 中 に は , さら に 
ユン 2 本 の 糸 で 体 を 支え , 不 完全 な 懸垂 器 の 機能 を 袖 な っ て いる も の も み ら れ る . と の 場合 , 前 由 の 周囲 の 糸 を 取 
り 除 き , 懸垂 器 だ け で 付着 させ せ て お く と , 落下 し て 正常 な 暴 化 は 不可 能 と な る . 





VIL 周年 経過 お よび 生態 


1968 年 に は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ お よび ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 坪 忠 に 産卵 させ て , 多数 の 個体 を 飼育 し た が , サ 
ト か ら は か な ら ず サト を 生じ , ヤマ か ら は か な ら ず ヤマ を 生じ る と と は , すでに 発表 し た と お り で ある ". つき 
に , 野外 観察 お よび 飼育 に よる 観察 を も と に , 両 種 の 周年 経過 と 生態 の 概略 に つい て 述べ る ・ 


A. サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 











藤岡 県 の 平地 で は 年 2 回 の 発生 . 春 型 は 4 月 下旬 6 月 上 旬 に , 夏 型 は 7 月 下旬 8 月 中 旬 に 羽化 する . 海抜 
4j 1,000 m 以上 の 高地 帯 (垂直 分 布 の 上 限 は 2,000 m) で は 年 1 回 発生 と な り , 7 月 上 下旬 に 春草 の み 羽 化す 
2. 九州 九重 高原 に お いて も , 採集 記録 か ら みて 年 1 化 と 推定 され る . 北海 道 の 平地 で も 同様 に 年 1 (に と ご まる 
も の と み ら れ る . 越冬 は , 通常 夢 で お と な い , 現在 飼育 し て いる 93 頭 の 越冬 個体 は すべ て 申 で ある ・ 

一 般 に , 低地 帯 で は メダ ケ 属 Arundinaria の メダ ケ や ネ ザ サ の 群落 , ある い は マダ ケ 属 Phyllostachys の マ 
ダケ や モウ ソウ チク の 群落 に 発生 し , 各所 に 多 産 する . 山岳 地帯 で は ササ 属 Sasa の 群落 に 発生 し , 次 種 と 混 生 す 
る 場合 も 多い が , 個体 数 は 一 般 に すく な い . 野外 で 確認 し た 食餌 植物 は , ネ ザ サ Arundinaria pygmaea (MiQ.) 
MITFORD の み で ある が (静岡 市 剛 機 山 お よび 柚木 に て 産卵 確認 ) 上 記 の 各種 の タケ ・ サ サ 類 を 食し て いる も の こ 

















NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


puc Ikik TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 21, No. 1 & 2 1970 








第 12 図 : ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 上 (1 : 背面 , DET DD: 側面 ) 





BRONS. 成虫 は 樹液 や 開 尿 な ど に 集まり , 夕方 活発 に 飛び まわ り 交 慣 ・ 産 卵 が お と な われ る . 夏 型 は 春 型 より 
も 不 活発 で , 日 中 は し げ み の 中 に も ぐり 込む 傾向 が いち じ る し い . 


B. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 


静岡 県 お よび その 周辺 で は , 山地 の み に 発 生 し , 海抜 . 000 m 以下 の 低 山 地 (垂直 分 布 の 下限 は 270 m) で は 
午 2 回 の 発生 を お と な う が , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と は と と な り , 1,000 m 以上 の 地帯 で も 年 2 回 の 発生 を お と な う 
と と が あり , 箱根 外輪 山 の 乙女 峠 く 999 m> か ら 金 時 山 ぐ 1, 213 m» かけ て の 地帯 や 本 栖湖 北岸 の パ ノ ラ ー 台 付 
T 2971,830 m2, あき ら か に 年 2 回 の 発生 を くり 返し て いる . 九州 の 比 鳥 山 な どの 海抜 1.000 m 以上 
の 高地 帯 で も , 多数 の 夏 型 が 採集 され て いる と と ろか ら み て , 年 2 回 の 発生 を くり 返し て いる も の と 考え られ る 。 
告 2 回 の 発生 を お と な うと と ろ で は , 春 型 は 5 月 上 旬 へ 6 月 中 旬 に , XXII 8 月 上 旬 へ 下旬 に 羽化 する 。 DES 
よび その 周辺 に お いて 。 安倍 幅 く 1 416 m> や 転 付 吐 ご 2.049 m (垂直 分 布 の 上 限 ) な ど で は , あき ら か 年 1 
回 の 発生 とこ なり, その 羽化 期 は 7 月 上 旬 一 下旬 で , 春 型 の み 羽 化す る . 北海 道 の 各地 で も , 原則 と し て 年 1 回 の 発 
生 に と ご ま る も の と み ら れる 現在 飼育 中 の 23) BARCO TROWCEO, HATE EZD? Eo ITH 
冬 す る も の と 考え られ る . 

生息 場所 は , ササ 属 Sasa の デン ツク ザ サ , アマ ギザ サ あ る い は スズ タ ケ な ご どの 群落 に 形成 され , し ば し ば , お 
ざた だ し い 個 体 が 発生 する が , メダ ケ 属 Arundinaria や マダ ケ 属 Phyllostachys な どの 君 落 は , 一 般 に 発生 し 
WU. お そら く 食 性 が 前 種 よ り も ある 程度 限定 され て いる の で あろ る ろう. EA CREIRUI EUER, デン ッ ク ザ サ 
Sasa bellatula KOrDZ. var. lasionodosa Koipz. の み で ある が (山梨 県 南巨摩 郡 早 川町 転 付 峠 東側 に て 産卵 確 
Uo 飼育 する と 。 ササ 属 の アオ スズ , トク ガワ ザ サ , クマ ザ サ ある い は スズ タケ な ど を 食べ て よく 発 青 す る の で 
す 條 で は 生 種 の ササ 属 の 植物 を 食 錠 植物 と し て いる も の と 思わ れる . な お 。 ササ 属 の 植物 の 分 類 は , Sx CRIME 
さも の と いわ れ 。 最近 で は 細分 化 され た 種 が 統合 され る 傾向 に ある が , 杉本 順一 氏 に よれ ば , 前 掲 の アマ ギザ サエ 
上 記 の アオ スズ お よび トク ガワ ザ サ は , いずれ も 同一 種 内 の 変異 と 考え た 方 が よい と いう と と で ある . 成虫 は 前 種 
同じく 樹 放 や 美 尿 な ど に 集まる が , 地上 で 吸水 する と と も 多く , また と き に は 花 上 で 吸 密 する と と も あめ, 2+ 
マイ ボタ , リョ ウブ, シシ ウッ ウド, シモ ッ ケ な どの 花 で 吸 密 する の を 観察 し て いる . 飛び 方 は 前 種 より も ゆる や か で 
あり , 産卵 時 以外 に は , し げ み の 中 に も ぐり 込む 習性 は み ら れ な い . 
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第 13 図 : 成虫 の 比較 (183-1 26D 1. 春 型 る : 静岡 県 富士 宮 市 根 原 ご 960 mE, 2. 同 裏面 , 


S EM : ARRE ETRS mo», A.N, 5.309 5 : 藤 剛 県 区 岡市 神明 原 ご 90 m 
HE, OAE, TEMS : 静岡 上 静岡 市 柚木 <15 m> 産 , 8. 同 京 面 ) 
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419 図 続き : C9~16 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ENS : MARREK m>, 10. ARM, 
11.2820 9 : BUR E UI Reli, M16m iE, 12. 同 裏面 。13. 夏 型 : HEAK 
湯 ガ 島町 達 魔 山 ご 850m> 産 , 14. A, 15. 夏 型 9 : 前 岡 県 田方 法 天 城 温 ガ 島町 達磨 山 く 850m ン 産 
16. 同 裏面) 
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VII. 要 約 


1. キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope goschkevitschii (MÉNÉTRIEs, 1855) の 中 に は , “平地 型 ” と “山地 型 ビ と が 知ら 
れ て いる が , 両者 は , た が い 人 別種 と し て あつ か われ る べき で あり , 前 者 を サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , 後者 を ヤマ キ 
マダ ラ ヒ カ ゲ と よぶ と と に し た い . 学名 に つい て は , さら 慎重 な 検討 が 必要 で ある . 

2. 両 種 と も , 日 本 列島 に 広く 分 布 し . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は 北海 道中 部 か ら 九 州 南部 に いた る 地域 の 平地 お よび 
山地 に , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は サハ リン か ら 九 州 南 方 の 屋久 島 に いた る 地域 の , お も に 山岳 地帯 に 分 布 し て いる . 

3. 両 種 の 成虫 の 差異 は , HUE, 緑 毛 の 分 岐 数 , お よび 斑紋 な ど びに あら われ る が , た が い に き わ め て 近似 で ある た 
め に , 同定 の さい に は , 多く の 特徴 か ら 総合 的 に 判断 する 必要 が ある . と れ ら の 特徴 は , 山地 種 指数 1 CS 

共通 ) お よび 山地 種 指数 1C③ のみ) に よっ て , か な り よ く あ ら わ す と と が で きる . 裏面 の 黒 化 の 状態 を 黒 化 指数 
で 示す と , 一 般 に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 黒 化 が すす み , また 両 種 と も 春 型 で は 夏 型 より も 黒 化す る 傾向 が み ら 
れる . 黒 化 指数 は , 山地 種 指数 に くら べ て 環境 の 影響 を うけ や すい . 

4. 幼虫 は お も に 5 令 , 一 部 は 6 令 に 達し て か ら 疫 化す る が , 各 令 期 に お いて 両 種 の 差 が みとめ られ , と と に 2 令 
幼虫 に お いて いち じ る し い . 両 種 の 差 は , 形態 の み で な く , 習性 に も みとめ られ る . 

9. 両 種 と も 落葉 中 で 暴 化 し , 懸垂 器 に よっ て 尾 端 を 枯葉 に 付着 させ る . 暴 の 形態 に は , 両 種 閥 に 大 き な 差 は み ら 
れ な い . 

6. 両 種 こ も 低地 で は 年 2 回 , 高地 で は 年 1 回 の 発生 と な る が , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 年 2 回 発生 の 上 限 (RS 
高 ) が 高く な る 傾向 が ある . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は , 各種 の タケ ・ ササ 類 の 群落 に 発生 する が , ヤマ キマ ダラ ヒ 
カゲ の 発生 地 は ササ 属 Sasa の 群落 に 限ら れる . 成虫 の 習性 に も , 両 種 の ちがい が みとめ られ る . 





























Summary 


1. ''Neope goschkevitschii (MÉNÉTRIES, 1855)", belonging to Satyridae, includes the two “forms” 
known as “the mountain form" and “the plain form". Each of these "forms", however, should 
be treated as the independent species, the mountain species and the plain species, "The scientific 
names of both species must be determined after the prudent investigation of the type-specimens of 
the known forms, 

2. Both species are widely distributed over the Japanese Islands. The plain species is distributed 
in both plains and mountains from the middle part of Hokkaido to the southern part of Kyushu, 
and the mountain species is mainly distributed in the mountanous region from Sachalin to Yaku Is- 
land, south of Kyushu. 

3. The differences of the adults of both species are present in the wing shape, the number of 
branches of the marginal scales, and the markings of upperside and underside of wings. But these 
species are so similar to each other that it is necessary to investigate carefully all characters for the 
correct identification of these species, Generally the underside of wings of the mountain species is 
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more melanized than that of the plain species, and in both species the spring form is more melanized 
than the summer form. 

4. Number of instars is generally 5 in both species, but partially 6. The morphological and etho- 
logical differences of larvae of both species are observed in each instar, especially in the 2nd instar. 

5. Both species pupate among fallen (dead) leaves attaching itself to the leaf with the cremaster. 
No definite morphological differences of pupae are seen between the two species. 

6. Both species have two generations a year in the low altitude, one in the high altitude; in the 
mountain species, however, the upper limit of the range, where two generations are seen, is situat- 
ed in the somewhat higher altitude. The plain species occurs in various bamboo associations against 
the mountain species which is limited to the Sasa associations. In the behaviours of adults, some 
differences are found in both species, too. 





福岡 市 で タイ ワン アオ ババ セセリ を 採集 


江 本 純 
九州 大 学 教養 部 生物 学 教室 (学生 ) 


タイ ワン アオ バ セ セ リ Badamia exclamationis FABRICIUS を 福岡 市 内 で 採集 し まし た の で 報告 し ます . 
198946 7 月 20 日 午前 10 時 30 分 頃 , 福岡 市 六本松 の 九州 大 学 才 
差 部 構内 の 生物 学 教室 蝶 飼 育 室 横 の ブッ ドリ ア の 花 で , Weh 
の タイ ワン アオ バ セ セ リ 1 3 を 採集 し まし た . CONGRUE 
島 以 北 で は 迷 蝶 と 考え られ (白水 , 日 本 の 蝶 , p. 99, 1965 参 
WD, 九州 以 北 に お ける 現在 まで の 確実 な 採集 記録 と し て は , 
鹿児島 県 (EZM, 18, 1959 年 7 月 25 ED, WAR ( 東 浅井 
MEE, 1 $, 1941 年 6 月 27 日 ) の 2 例 が ある の み で , 
福岡 県 下 で は 今回 の も の が 最初 の 記録 と な り ま す . 

な お , と の ブッ ドリ ア の 花 は 蝶 が よく 吸 蜜 に くる た め , EE 
集め る 目的 で 白水 先生 が 植え られ て いた も の で す . 
























































福岡 市 で 採れ た タイ ワン アオ バ セ セ リ 





コ ヒ ュ ウ モ ン モ ドキ の 黒 化 凌 常 型 


鈴 木 dX X 
岐阜 県 土岐 市 泉町 久 尻 岩 畑 633-2 

















コ ヒ レ ョ ウ モ ン モ ドキ Mellcta ambigua niphona BUTLER の 黒 化 
異常 弄 は と くに 珍し いも の で も な いら し い が , 私 も と れ を 採集 し た の 
で 簡単 に 報告 する . 1967 年 8 月 , 長野 県 木曽 御岳 山 の 四 合 目 , スズ ラ 
ン 平 高原 で 採集 し た も の で , 期 表 の 黒色 部 は 拡大 , と くに 前 燃 の 黒 化 



































bn は 著しく , Big Hai 1 F)OTÉGUE e SEA D ASIESITE 2 NEE 
コ ヒ ョ ウッ モン モドキ の 黒 化 異 常 型 ( 長 Vx し て 前 乱 表 の 椅 色 部 は ほぼ 完全 に 消失 し て いる . BAROR 
野 県 木曽 御岳 山 ス ズラ ン 平 高原 産 ) 写真 に 見 られ る と お り 前 鞍 は ど 著 し く な い . 
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